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　人類とエネルギー研究会が主催した講座をまとめた形

になっており，プロローグ「いまなぜ地球環境が問題な

のか」（生田豊朗），第1話「地球に異変が見えてきた」

（根本順吉），第2話r地球温暖化を科学する」（横山長

之），第3話r森がなくなり魚が消える」（大喜多敏一），

第4話r環境間題が世界をゆるがしはじめた」（茅陽一）

第5話「CO2規制はどのような影響をもたらすか」，（湯

浅俊昭），エピローグ「成長の限界から持続する開発へ」

という内容である．

　昨年は，地球環境という文字が新聞，雑誌，テレビを

にぎわし，大きな話題となった．この本は昨年10月に発

行されているが，すでにいろいろなマスメディアの報道

の洪水の中で，すでに何度も耳にした内容が多い．違う

分野で働く人がちょっと知っておきたいと言う入門書と

しては，長さが手ごろで，比較的まとまっている．

　第1～3話は気象に関係ある分，ぺ一ジ数の関係もあ

るかも知れないが，物足りなさを感じる．気象関係に携

1990年2月

わるものとしては，このような問題に対して知識を得た

いと思うならば，他の文献も当たって見た方が良いだろ

う．第4話では，環境間題に関する国際的な取り組みが

歴史を追って説明してあり，よくまとまっている．第5

話はエネルギー消費についての試算がなされているが，

根本的なコスト計算をどのように行ったかが今一つ分か

りにくく，このような試算が果してどのくらい確かで未

来性があるものか疑間が残る．ここで強調されているの

はCO2発生量を20％削減するのはいかに難しいかと言

うことである．

　どう考えても地球環境が悪くなっているのは実感され

ていることである．地球環境に関する問題については，

第4話にあるようにr単純に抑え込むとか，全然何もし

ないとかいうのは答えとしては一番まずい戦略であり，

やはりわれわれとしては問題は不確定であり，しかも対

策コストが非常に高いという前提を考えに入れて行動す

べきです」ということであろう．世界の50億人の人々が

今の日本人の生活をするだけ地球は大きくない．88年の

アメリカの大干ばつで一躍注目を集めた温暖化の問題で

は，このようなことをたくさんの人が認識し，一般の教

養，常識としてこのような本が出版されるようになうた

ことが大きな成果だったと思う．

　　　　　　　　　（気象庁長期予報課・林　久美）
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